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重
要
経
済
安
保
情
報
の
保
護
及
び
活
用
に
関
す
る
法
律
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
「
重
要
経
済
安
保
情
報
の
保
護
及
び
活
用
に
関
す
る
法
律
案
」
（
以
下
「
本
法
律
案
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

本
法
律
案
第
十
六
条
で
は
、
適
性
評
価
に
関
す
る
個
人
情
報
を
重
要
経
済
安
保
情
報
の
保
護
等
の
目
的
以
外
で
利
用
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
令
和
六
年
四
月
三
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
個
人
情
報
の
管
理
方
法
や

具
体
的
な
禁
止
事
項
等
に
つ
い
て
は
、
法
成
立
後
、
運
用
基
準
等
で
示
す
予
定
で
あ
る
旨
答
弁
し
て
い
る
。 

 
 

政
府
は
、
同
年
四
月
五
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
法
成
立
後
、
政
令
や
運
用
基
準
の
策
定
に
直
ち
に
着
手
を

す
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
策
定
に
関
す
る
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
い
つ
頃
示
さ
れ
る
の
か
。 

二 

令
和
六
年
一
月
十
九
日
付
の
経
済
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
等
に
関
す
る
有
識
者

会
議
（
以
下
「
有
識
者
会
議
」
と
い
う
。
）
最
終
と
り
ま
と
め
に
お
い
て
は
、
「
民
間
事
業
者
等
の
従
業
者
に
あ
っ
て
は
、

調
査
に
お
い
て
行
政
機
関
が
収
集
し
た
個
人
情
報
が
所
属
事
業
者
等
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
本
人
か
ら
行
政
機
関

へ
の
回
答
に
所
属
事
業
者
を
介
在
さ
せ
な
い
な
ど
、
こ
こ
で
収
集
さ
れ
る
個
人
情
報
が
所
属
事
業
者
等
の
目
に
触
れ
な
い
よ

う
な
運
用
上
の
工
夫
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
収
集
さ
れ
る
個
人
情
報
が
所
属
事
業
者
等
の
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目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
運
用
上
の
工
夫
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

三 
信
頼
性
の
確
認
を
行
う
対
象
は
、
政
府
か
ら
Ｃ
Ｉ
（
政
府
が
保
有
す
る
安
全
保
障
上
重
要
な
情
報
と
し
て
指
定
さ
れ
た
情

報
）
の
共
有
を
受
け
る
意
思
を
示
し
た
民
間
事
業
者
等
と
さ
れ
、
契
約
に
基
づ
き
意
思
を
示
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

一
方
、
有
識
者
会
議
に
お
い
て
は
、
サ
イ
バ
ー
関
連
情
報
を
利
用
す
る
基
幹
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
基
幹
イ
ン

フ
ラ
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
事
業
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
信
頼
性
の
確
認
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

四 

有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｉ
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
企
業
の
会
計
監
査
を
行
う
監
査
法
人
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

監
査
を
行
う
法
人
、
法
律
事
務
所
、
特
許
事
務
所
、
環
境
監
査
を
行
う
法
人
な
ど
も
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
取
得
す
る
必
要
性
・

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
企
業
に
対
す
る
業
務
監
査
は
Ｃ
Ｉ
に
触
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
法
律
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｉ
に
関
連
す
る
罪
を
犯
し
て
留
置
さ
れ
た
者
に
弁
護
士
が
接
見
す
る
場
合
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
保
有
し
て
い
な
い
た
め
弁
護
活
動
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
指
摘
に
対
し
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 
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五 

本
法
律
案
第
十
二
条
第
四
項
で
は
、
行
政
機
関
の
業
務
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
内
閣
府
で

は
な
く
当
該
行
政
機
関
の
長
が
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
ら
適
性
評
価
調
査
を
行
う
も
の
と
し
て
い
る
が
、
政

府
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
自
ら
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

六 

本
法
律
案
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
は
、
評
価
対
象
者
は
、
適
性
評
価
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
苦
情
の
申

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
苦
情
の
申
出
に
対
し
て
は
、
行
政
機
関
の
長
は
、
誠
実
に
処
理
し
、
処
理
の
結
果
を
通
知
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
苦
情
の
処
理
に
要
す
る
期
間
を
ど
の
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
標
準

的
な
処
理
期
間
を
示
す
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

 
 

さ
ら
に
、
中
央
大
学
の
宮
下
紘
教
授
は
、
不
正
確
な
個
人
情
報
を
基
に
認
定
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
苦
情
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
「
苦
情
処
理
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
で
き
る
だ
け
第
三

者
的
な
視
点
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
特
定
秘
密
に
関
し
て
政
府
の
運
用
を
監
視
し
て
い
る
、
国
会
の
情
報

監
視
審
査
会
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
は
、
苦
情
処
理

の
プ
ロ
セ
ス
の
在
り
方
及
び
第
三
者
的
な
視
点
の
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

七 

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
質
疑
で
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
齋
藤
裕
副
会
長
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か
ら
「
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
も
、
行
政
不
服
審
査
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
雇
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の

に
非
常
に
不
合
理
で
あ
り
ま
す
。
情
報
監
視
審
査
会
は
適
性
評
価
を
監
督
す
る
権
限
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
独
立
公
文
書

管
理
監
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
ま
す
と
、
法
案
で
は
適
性
評
価
の
在
り
方
が
き
ち
ん
と
監
督
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
」
と
の
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
こ
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。 

八 

特
定
秘
密
の
指
定
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
「
特
定
秘
密
の
対
象
分
野
の
中
で
、
防
衛
分
野
に
お
い
て
中
長
期
に
わ
た

る
装
備
品
の
取
得
や
更
新
を
含
め
た
防
衛
態
勢
の
構
築
を
期
間
を
定
め
て
計
画
的
に
行
う
こ
と
を
制
度
化
し
て
お
り
、
そ
の

見
積
り
や
計
画
の
多
く
が
五
年
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
秘
密
の
有
効
期
間
の
上
限
を
五
年
と
す

る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
逐
条
解
説
）
」
平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日
内
閣
官
房
特
定

秘
密
保
護
法
施
行
準
備
室
）
。
本
法
律
案
第
四
条
第
一
項
で
は
、
重
要
経
済
安
保
情
報
の
指
定
の
有
効
期
間
を
五
年
以
内
と

し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
上
限
を
五
年
と
し
た
の
か
。 

九 

本
法
律
案
に
お
い
て
は
、
重
要
経
済
安
保
情
報
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
脆
弱
性
関
連
情
報
な
ど
）
の
漏
え
い
に
対
す

る
罰
則
は
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
と
し
て
い
る
が
、
同
じ
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
級
の
情
報
で
も
、
特
定
秘
密
と
し
て
指
定
で

き
る
安
全
保
障
四
分
野
の
防
衛
、
外
交
、
ス
パ
イ
防
止
、
テ
ロ
防
止
分
野
の
情
報
の
漏
え
い
に
対
す
る
罰
則
は
、
国
家
公
務
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員
法
等
に
基
づ
く
一
年
以
下
の
懲
役
（
拘
禁
刑
）
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
令
和
六
年
三
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
内
閣
委

員
会
に
お
い
て
、
こ
の
罰
則
の
差
に
つ
い
て
、
改
め
て
今
後
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
当
該
検
討
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。 

十 

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
質
疑
で
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
齋
藤
裕
副
会
長

か
ら
（
特
定
秘
密
保
護
法
の
よ
う
に
）
「
罪
刑
法
定
主
義
の
精
神
か
ら
は
、
別
表
を
つ
け
る
と
か
、
あ
る
い
は
国
民
の
安
全

と
は
何
ぞ
や
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
説
明
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
最
低
限
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
の
意
見

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
こ
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。 

十
一 

日
本
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
脆
弱
で
同
盟
国
・
同
志
国
が
機
密
情
報
の
共
有
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ

て
久
し
い
が
、
政
府
は
、
経
済
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
が
で
き
る
こ
と
で
こ
の
状

況
が
改
善
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


